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1．	はじめに

ਐめている

5, 6ʣɻそのҰ؀
としてɼバイオマス༝དྷのݻମ೩ྉを࢖༻することによりɼ
௨ৗ࢖༻しているԽੴ೩ྉ༝དྷのコークスʢҎԼɼ௨ৗコー
クスʣの࢖༻ྔをݮ࡟する࣮ݧࢼػを࣮ࢪしてきたɻۙـ
େֶのҪా।ڭतにより։ൃされたバイオコークス 7ʣ

を࢖

༻したݧࢼではɼ௨ৗコークスを 50ˋҎ্ݮ࡟Մೳである
との݁Ռがಘられた 6ʣɻバイオコークスとはɼ֤छバイオマ
スをߴѹԼɼ൒୸ԽԹ౓で੒ܕしたものでありɼڧߴ౓を
࣋ちながらバイオマスの࣋つൃش෼をอ࣋していることが
ಛ௃であるɻそこでɼJFEエンジニアリングではɼಉ༷にش
ൃ෼のଟい໮֪੒ܕ඼を࢖༻したݧࢼを࣮ࢪしɼ௨ৗコー
クスがޮՌతにݮ࡟できることをȀ
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高温ガス化直接溶融炉におけるコークス使用量削減
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໦۵੒ܕ඼୸Խ෺はɼ୸Խॲཧをされることによりバイ
オマスがอ༗するൃش෼のଟくをࣦっているɻݻఆ୸ૉの
ؚ༗ྔはɼ௨ৗコークスとಉఔ౓になっているɻまたɼփ෼
が௨ৗコークスよりも௿いためɼൃ೤ྔはややߴいɻ

3.1.2	 強度試験
໮֪੒ܕ඼および໦۵੒ܕ඼୸Խ෺のڧ౓をɼコークス

๏によりධՁしたɻํݧࢼ౓のଌఆखஈとして༻いられるڧ
ଌ ఆ ݁ Ռを表 2にࣔすɻここでɼドラムڧ ౓ DI15

30
は

JIS K 2151にఆめられたものでありɼنఆのドラムにࢼྉを
౤ೖしॴఆճస਺で 30 ճసさせɼ15 mmのᝲ্に࢒るࢼྉ
のॏྔൺ཰としてٻめるものであるɻ໮֪੒ܕ඼について
は
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cokeʗkg-౎ࢢガスʣのൣғとなることが༧ଌされるɻ
࣮࿍における aおよび bは෼かっていないためɼԾに a

ʹ50ˋɼbʹ50ˋとしたときのɼӋޱઌཧ࿦೩মԹ౓と౎ࢢ
ガス࢖༻཰とのؔ܎をٻめɼ図 7にࣔすɻԠ౎༲すス

炉率
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